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緒 言:近 年,暫 間的に使用す るミニインプラン トや矯正治療 の固定源に用いるア
ンカーインプラン ト,顎 矯正手術後の顎間固定や術後矯正治療の牽引にもインプラン ト

が用いられ るようになった。一方,偶 発症 としてインプラン ト埋入 に伴 う隣在歯の挺出

感や打診痛 などの報告例が散見 され,干 渉の程度 によっては隣在歯の歯根膜損傷に伴 う

歯槽骨 との癒着や健全歯の失活も懸念 され る。今後,根 未完成歯が存在す る顎骨に対 し
てインプラン ト治療が応用 されることを踏まえると,イ ンプラン トと根未完成歯 との干

渉に よる偶発症を十分に検討 し,理 解 しなければな らない。そこで,本 研究では顎骨の
成長 と歯の萌出が永続す るラッ ト下顎骨お よび下顎切歯に着 目し,こ れまで詳細に検討
されていない根未完成歯へのインプラン ト干渉に伴 う歯の萌出と顎骨形態への影響 を検

索 した。

材 料お よび方 法:実 験 動物 には生後12週 のWistar系 ラ ッ トを用 いた。 フ ローセ ン

全 身麻 酔 下 に右 側 下顎骨 下縁 の切歯 歯頸部 か ら5㎜ の位 置 に,直 径0.45㎜,長 さ3.0㎜
の ドリル(truTACK　 Pilot　Bur,ACE　 SURGICAL　 SUPPLY社)を 用 い,切 歯歯 根 まで到 達

す る よ う下 顎 下 縁 に垂 直 に ドリ リン グ(生 理 食 塩 水 注入,6000rpm/sec)し,直 径
0.7㎜,長 さ3.0㎜ のチ タン製bone　 tackイ ンプ ラ ン ト(ACE　 SURGICAL　 SUPPLY社)を 埋

入 した。 イ ンプ ラ ン ト埋入 後 にイ ンプ ラン トヘ ッ ドを骨膜 が覆 うよ う創 を縫合 し完 全閉

鎖 した。 なお,左 側 は未処置 の対照側 とした。

まず切歯 萌 出量 を検索す るた めに,イ ンプラ ン ト埋入 とともに切歯 のエナ メル質 表面

にマー キ ングを施 し,翌 日よ り14日 間,24時 間 ごとに対照側 と実験側 の切 歯萌 出量 を測

定 した。埋入 後2週,8週,16週 に左右 下顎骨 を摘 出 し,対 照側 と実験側 の形態変化 を

比較 検討 した。摘 出 した 下顎骨側 面 の垂直方 向か らSOFT　X-RAY(SOFRON社 製TYPE　 SRO-

M40)を 用 いて下顎骨 を撮影 し,下 顎骨前後 の長 さと下顎骨上下の高 さとを計測 した。
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下顎骨 の計測項 目は過 去の報告例 を参考 に切 歯部 の下顎下縁 と下顎角 部の 下顎下縁

との双 方 に接す る面 を下顎 下縁 平面(以 下:mp),下 顎 下縁 と下顎角 が接 す るmp上 の

点 をM点 と し,下 顎 骨前後 の長 さは4項 目,下 顎 骨上 下の高 さは5項 目を計測 した。

さ ら に切 歯 歯 根 幅 径 の 変 化 を検 索 す る た め に,MICRO　 CT(モ リタ製 作 所 製3DX

MULTI-IMAGE　 MICRO　CT　FPD)を 用い,管 電圧60Kv,管 電流2.0mAで 照射 し,ス ライ ス幅

1.000㎜ の画像デー タよ り第1臼 歯相 当部,第3臼 歯根相 当部お よび切歯 根尖部 の歯根

幅径 を計測 した。

結 果:対 照側 の ラ ッ ト切歯の萌 出量 は10日 目まで1日 約0.5㎜ ず つで あったが,

実験側 の切 歯 はほ とん ど萌 出せず,実 験7日 目以降14日 まで対照側 と実験群 との間に

有意差 を認 めた。下 顎骨前後長 の変化 では対照側 と実験側 との間 に有意差 は認 め られ

なか った が,術 後16週 の実験側 にお け る切 歯 尖端 か ら下顎頭 頂,第1臼 歯近 心歯頸部

か ら下顎頭頂 お よび切歯 尖端 か らM点 まで の3つ の計測項 目で0.20㎜ ～1.26㎜ 短 く

な り,第1臼 歯 近心歯 頸部か らM点 まで の下顎骨 中央部 は2.57㎜ 長 くなった。 下顎骨

上下 高 の変化 にお いて も対照側 と実験側 との間に有 意差 は認 め られ なか ったが,術 後

16週 の実験 側 にけ るmpか ら切 歯根 尖部,mpか ら筋突 起上 端 ま での2つ の計 測項 目で

0.93㎜ ～1.50㎜ 高 くな り,mpか ら切歯尖端 は0.97㎜ 低 くなった。 下顎切歯歯根 幅径 に

おい て も対 照側 と実験側 との間に有 意差 は認 め られ なか った。 しか し,術 後16週 では

対 照側 に 比 べ実 験 側 の 第1臼 歯根 相 当部 と第3臼 歯相 当部 の歯 根 幅径 は0.17㎜ ～

0.22㎜ 減少 し,切 歯根 尖部 の歯根 幅径 は0.48㎜ の増加 を認 めた。

結 論:ラ ッ ト切歯歯根 に到達す るイ ンプラン ト埋入によって切歯の萌出は抑制
される。 しか し,萌 出が永続す るラッ ト切歯の歯根は根尖方向に伸長するとともに根

尖部の歯根幅径が増加す る。また,下 顎骨前後長は短 くなる傾向を認めたが,切 歯歯

根が位置する下顎骨中央部では下顎骨の長 さおよび高 さは、 ともに増加する傾向がみ
られ,対 照側 とは異なった成長発育 を示 した。 これ らのことか ら根未完成歯にインプ
ラン トが接触 した場合,萌 出抑制や低位萌出,あ るいは萌出すべき歯を埋伏 させ る要

因になると考えられ,顎 発育や下顎骨形態にも影響 を及ぼすことが示唆 された。


